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送っているにもかかわらず妊娠の成立をみないこと”とされ，現在，我が国においては 6 組に 1 組
の夫婦が不妊であるとも言われている。
　こうした不妊に対する治療の中でも，いわゆる高度生殖補助医療の進歩の歴史をひも解くと，








夫婦では 28.6％であることが報告されている。さらに，子どもが 1 人いる夫婦でその後の治療経
験を有する者は 22.0％であり，5 組に 1 組以上は 2 人目の子どもを持つための治療を行っているこ
とも報告されている 2）。当然のことながら治療件数も年々増加しており，2009 年には体外受精の
治療件数は約 6 万 3 千件，顕微授精 7 万 7 千件，凍結胚・凍結卵を用いた治療約 7 万 4 千件
となっている。そして 2009 年は生殖補助医療によって 26,680 人が誕生している。これは，わが




















　現在，妊娠 6ヶ月～ 10ヶ月までの女性とそのパ トーナー協力を得，うち，妊娠中の子どもが第１
子の 132 組（女性 125 名，男性 114 名）を調査協力対象とした。
　対象者の属性は女性は平均年齢 31.9 歳（SD 3.73），男性は平均年齢 33.3 歳　（SD 4.96）で
あった。平均結婚月数は 31.86ヶ月（SD；31.42ヶ月，range 0ヶ月-165ヶ月）である。
　調査対象者のうち，不妊治療経験をもつ者（以下不妊治療群とする）は男性 14 名，女性 30 名，
自分が不妊ではないかと疑ったことのある者（以下不妊疑い群とする）は男性 12 名，女性 29 名，
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不妊を疑ったことのない者（以下自然妊娠群とする）は男性 87 名，女性 71 名であった。
　不妊治療経験を有するカップルに関する属性として，平均治療期間は17.24ヶ月（SD；13.77ヶ月，
range 1ヶ月-60ヶ月）であり，不妊原因は男性不妊 6 組，女性不妊 10 組，原因不明 11 組，その
他（HLA不適合，セックスレスなど）1 組であった（重複回答あり）。また，現在の妊娠までに経験
した治療方法として，タイミング法 21 組，排卵誘発のための服薬 15 名，排卵誘発のための注射
12名，その他服薬6名などすべてのカップルが一般不妊治療を受け，一般不妊治療が成功せず，
ARTを受けたカップルは 11 組（AIH10 名，IVF-ET6 名，ICSI5 名）であった。
調査方法および調査時期






1） 妊娠期における出産に関する母親の感情　岡山・高橋 9）が作成した日本語版Parental Self-
Evaluation Questionnaire（J-PSEQ）と花沢 10）による母性意識尺度を参考に，妊娠中の気もちや考
え，母親役割の受容，家族との関係について 25 項目を設定し，「まったくあてはまらない（1 点）」か
ら「とてもあてはまる（4 点）」までの 4 件法で回答を求めた。










たくあてはまらない（1 点）」から「とてもあてはまる（4 点）」までの 4 件法で回答を求めた。
















　妊娠中の気もちや考え，母親役割の受容，家族との関係に関する25 項目について 4 件法によ
る回答を求めた。得られたデータをSPSS（Ver.17.5）を用いて重みづけのない最小二乗法，プロ
表 1 妊娠期女性における出産に対する感情　探索的因子分析
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マックス回転による因子分析を行い，5 因子を抽出した。因子の抽出は固有値.30 以上を基準とし
て 7 項目を削除し，18 項目を採用した。第 1 因子は“私の親は，出産の準備に協力的だ”など 3
項目から構成される「自分の親との関係」，第 2 因子は“パ トーナーの親は，妊娠･出産に関する相
談にのってくれる”など 3 項目から構成される「パ トーナーの親との関係」，第 3 因子は“私は，安全
なお産をすることができるという自信がある”など 4 項目から構成される「出産や育児への自信」，第
4 因子は“妊娠していることが嬉しい”など 5 項目から構成される「妊娠にともなう感情」，第 5 因子



















　なお，表 1 に示した探索的因子分析では第 4 因子「妊娠にともなう感情」の下位項目，“流産す







ける出産に対する感情の差異をみるために，母性感情 5 因子を岡田 15）によって示された不妊治
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療期間のストレスに関する3 因子をそれぞれ高群低群の 2 群に分け，検討を行った。なお，不
妊治療中に生じるストレス因子とは，“パ トーナーの親から「早く孫の顔が見たい」などと言われ，嫌
だった”，“治療中，パ トーナーの言葉に傷ついた”など 5 項目から構成される「家族との関係」， “治
療がうまくいくようにあらゆることに敏感になった”，“何をしても治療のことや妊娠するかどうかが気に
なった”など 4 項目から構成される「治療・妊娠への不安」，第 3 因子は“治療中，親族に子どもが
産まれ，複雑な気もちになった”，“外出したとき，親子連れが気になった”など 4 項目から構成される
「子どもをもつ周囲との比較」の 3 因子である。
　不妊治療ストレス「家族との関係」の高群（11 名）と低群（16 名）の 2 群におけるウェルチのt検
定を行った結果，「パ トーナーへの信頼」について有意差が認められた（t（19.21）=2.21,p<.05）（表
4）。また，不妊治療ストレス第 2 因子「妊娠・治療への不安」の高群（11 名）と低群（16 名）の
2 群におけるt検定を行った結果，「パ トーナーへの信頼」について有意差が認められた（t（18.03）















　パ トーナーの妊娠をきっかけとした親になることへの意識の変容に関する19 項目について 4 件
法による回答を求めた。得られたデ ターをSPSS（Ver.17.5）を用いて重みづけのない最小二乗法，
プロマックス回転による因子分析を行った結果，4 因子を抽出した。因子の抽出は固有値.30 以
上を基準として 5 項目を削除し，14 項目を採用した。第 1 因子は “自分の子どものころを思い出す
ようになった”など 5 項目から構成される「自己の振り返り」，第 2 因子は“仕事に積極的に取り組む
ようになった”など 3 項目から構成される「社会への積極的関与」，第 3 因子は“子育てはやりがい
があるだろうと思う”など 4 項目から構成される「子育てへの期待」，第 4 因子は“家庭への愛情が
深まった”など 2 項目から構成される「家庭への意識」とそれぞれ命名した（表 6）。
表 6 妊娠期男性における“親になること”　探索的因子分析
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